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著者の牧野氏は 1948 年生まれ。2008 年に北杜市大泉町に別荘を建設され、その後、川崎市と北杜市で
の 2 拠点居住で生活されてきた方である。2014 年 3 月、Ｗ社が別荘近隣の森林を伐採して太陽光発電施
設を建設、これをきっかけに氏は近隣の住民有志と「大泉の自然と景観を守る会」を結成され、問題の
渦中に身を置くことになった。同会は、やがて 2015 年 1 月に結成された「太陽光発電を考える市民ネッ
トワーク」のひとつの母体となっていく。ご自身の立場から「市民ネットワーク」設立に至るまでの一
連の前史を概観なさった本稿は、当事者によるオーラル・ヒストリーとしてこの上ない価値があろう。
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･･･を謳っています。                
「大泉の自然と景観を守る会」は、泉原地区の
全ての住民に対して、この住民協定への賛同を得
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